
                                  2021年 12月 28日 

各  位 

株式会社  みなと銀行 

公益社団法人 ひょうご観光本部 

 

「就航地連携観光サミット」の開催について 

 

関西みらいフィナンシャルグループの みなと銀行(社長 武市 寿一)は、公益社団法人ひょうご

観光本部との共催により、神戸空港とローカル to ローカルでつながる就航地の観光関連機関、

港関係部署担当者が一堂に会する先駆的な取り組みとして「就航地連携観光サミット」を下記の

とおり開催いたします。 

サミットでは、空港を観光のゲートウェイとして活用する事例や最先端の観光地経営ソリュー

ションなど持続可能な観光地経営の実現に向けた情報共有の場を創出します。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインとオフラインを掛け合わせたハイ

ブリット形式で開催いたします。 

 

【サミット概要】 

1． 名  称  「就航地連携観光サミット」 

 

2． 開催日時  令和 4年 2月 14日（月）13:00～16:30 

      ※翌 15日（火）に兵庫県下の先進的観光アクティビティ現場を訪問する 

       エクスカーションを実施 

 

3． 会  場  先端融合研究環統合研究拠点コンベンションホール 

      （神戸市中央区港島南町 7丁目 1-48） 

 

4． プログラム  別紙チラシのとおり 

 

5． 運営組織  【主催】（公社）ひょうご観光本部 

      【共催】（株）みなと銀行 

【協賛】神戸空港利用推進協議会、（公社）日本観光振興協会関西支部 

【協力】関西エアポート㈱、関西エアポート神戸㈱、スカイマーク㈱、 

㈱フジドリームエアラインズ、全日本空輸㈱、ＡＮＡあきんど㈱、 

㈱ＡＩＲＤＯ、㈱ソラシドエア 

【後援】観光庁 

 

6． 参加申込方法  本サミット専用ＨＰからお申し込みください。 

      ※受付は、令和 4年 1月 5日（水）より開始します。 

      （ＵＲＬ）https://www.sail4.jp/ 

  

 

 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

関西みらいフィナンシャルグループ  広報室（みなと銀行）078-333-3247 

bk113323
テキストボックス



協 力

つながりで生み出す

観光の未来

就航地連携観光サミット
2022.2.14 -15
宿泊を伴う国内観光市場の拡大には全国各地を結ぶ航空路線
の活性化が欠かせません。日本の中央部に位置し３つの空港
を持つ兵庫県にとって空路を活用した観光地経営は重要な意
味を持っています。本サミットは全国１２路線ネットワーク
を持つ神戸空港の多様な関係者の皆様と「空の旅」の可能性
を探究する機会です。

神戸大学先端融合研究環統合研究拠点
コンベンションホール

会 場

会場参加とオンライン中継のハイブリッドイベント

形 式

www.sail4.jp
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就航地連携観光サミット 2022.2.14

エクスカーションコース 2022.2.15

～日本のインバウンド観光のルーツがここに？～

宝塚コース

CONTENTS コンテンツ ※タイトルや内容は当日までに一部変更になる可能性があります13:00-16:00

COURSE コース ひょうご観光本部がプロデュースする着地型観光の現場を訪れる

インバウンド観光復活期に向けて、
ひょうご観光本部が推進する高付加価
値ガイド育成事業「ヒトタビHYOGO」。
県下各市で造成中のプランの中から
神戸市と宝塚市を舞台に幕末・明治
期に日本で活躍した英国商人たちの
軌跡を追うコースづくりの舞台裏を
ご案内します。

～播州織が紡ぐ未来への挑戦～

西脇コース

詳細情報とお申込みは
兵庫県の観光事業構想プラットフォーム「sail4」公式サイトをご覧ください。

ハイブリッドイベント

神戸大学先端融合研究環統合研究拠点
コンベンションホール

〒650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南町7丁目1- 48
ポートライナー「計算科学センター」駅より徒歩１分【神戸空港から一駅】

www.sail4.jp

本サミットは神戸会場へのリアル参加とYouTubeライブ配信による
ハイブリッド型のイベントです。事前申込み制となっておりますので
以下からお申し込みください。

会
場

SEMINAR-1：関係人口の拡大と空路の活性化
特定の地域に継続的に多様な形でかかわる人々として注目を集める「関係人口」の拡大を地域連携策として考えます。

SEMINAR-2：ポストコロナのふるさとづくり
観光庁が推進する「第２のふるさとづくり」を、地方創生における地域金融機関が果たすべき役割から考えます。

PRESENTATION-1：２WAY AIR TRAVEL PROJECT
「あの町 この町 空の旅」をテーマに兵庫県と就航都市の連携で推進する双方向観光市場活性化策。

PRESENTATION-2：ヒトタビHYOGO
復活を目指す訪日観光と深堀りが求められる国内観光。高付加価値の旅を演出するガイド人材養成事業。

PRESENTATION-3：Journey + HYOGO
地域社会課題の解決や地方創生を目的とする新しい旅。旅行業界と地元関係者の連携で実現する持続可能な観光

モデル。

<概要 >

持続可能な地方都市のあり方を探究
する兵庫県の関係人口活性化事業。
SDGｓ未来都市に選ばれた西脇市を
舞台に２００年の歴史を誇る播州織の
伝統を継承しつつ未来志向の挑戦
を重ねる地場産業の現場を訪問し
ます。

<概要 >




